
76

　の計測結果の一例を同図に示したが，

　応力は主として船底外板に流れている

　ことがわかる。

5．結　　　語

　進水という現象を一つの曲げ試験機と

考えて船体応力分布を計測できることを

紹介した。このようなやり方は日本が世

界各国にさきがけて行つたもので，これ

・によつて実船の応力分布を比較的簡単に

’測ることができ，造船学における諸問題

の解決に役立つことと思う。

　計測結果の結論は造船研究協会の委員
会において出されることであろうから，

本誌では概説のみに止める。

　なお航行中の応力分布，外力等の計測

についても目下準備を進めている。

　　　　　　　　　　　（1953．2．25）
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第5図　“Alliance”遙水時応力測定結果
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　福田・河添趙（8頁より続く）

　吸着法によつて得られた粉体の表面積値は凹み，細

孔裂け目等の内部黍面積を含むと考えられ，一般に他

の方法によるより大きい値を示す。B・E・T．法が他の追

随を許さない点はこXにあるのであつて，触媒の研究や

その他の内部表面に関する研究には必要欠くべからざる

手段となつている。（1953．3．11）
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